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因
窃
O
旬
苔
，
忌
暮
6
ユ
巴
ロ
カ

佐
藤
憲
一

1
　
調
査
日

現
地
調
査

聞
き
取
り

2
　
調
査
場
所

3

現
地
調
査

聞
き
取
り

一
九
九
七
年
二
月
七
日

一
九
九

七
年
二
月
一
九
日

旧
仙
台
陸
軍
墓
地
（
現
、
仙
台
市
青
葉
区
小
松
島
三
丁
目

盤
台
霊
苑
）

宮
城
県
保
健
福
祉
部
厚
生
援
護
課
援
護
係

調
査
の
結
果
分
か
っ
た
事

常

・

仙
台
陸
軍
墓
地
は
明
治
四
年
仙
台
鎮
台
の
設
置
と
と
も
に
、
初
め
仙
台
市
向
山

鹿
落
に
置
か
れ
た
が
明
治
九
年
現
在
地
に
移
転
さ
れ
た
。

・

戦
後
は
国
の
管
理
に
な
っ
て
い
た
が
、
昭
和
二
八
年
宮
城
県
に
無
償
譲
渡
さ

れ
、
現
在
は
県
有
墓
地
「
常
盤
台
霊
苑
」
と
な
っ
て
い
る
。

・

現
在
の
常
盤
台
霊
苑
が
旧
陸
軍
墓
地
で
あ
る
こ
と
を
知
る
人
は
地
元
で
も
少
な

い
。
郷
土
史
家
と
言
わ
れ
る
人
で
も
知
ら
な
い
人
が
多
か
っ
た
。

・

墓
地
は

三

五

〇
〇
坪
。
そ
の
内
約
三
分
の
一
が
墓
地
で
、
残
り
三
分
の
二
が
公

園
と
な
っ
て
い
る
。

・
墓
地
に
は
墓
が
整
然
と
並
ん
で
お
り
、
大
阪
の
景
観
と
全
く
同
じ
（
9
頁
、
写

真
参
照
）
。

・

墓
は

兵
卒
・
下
士
官
・
将
校
・
軍
夫
な
ど
区
分
け
さ
れ
て
い
る
。
生
兵
の
墓
も

あ
り
。

・

日
露
戦
争
で
松
山
か
ら
仙
台
に
移
送
さ
れ
、
収
容
中
に
病
死
し
た
「
露
国
陸
軍

列
兵
シ
ョ
ー
マ
リ
フ
キ
ン
」
（
明
治
三
八
年
六
月
四
日
没
）
の
墓
が
あ
る
。
墓

の

形
は
日
本
兵
に
同
じ
。

・

病
死
し
た
兵
士
の
墓
が
多
い
（
次
頁
、
〔
墓
標
に
刻
ま
れ
た
死
没
の
場
所
〕
参

照
）
。

・

墓
石
の
形
状
、
材
質
は
大
阪
と
全
く
同
じ
。
大
き
さ
は
兵
卒
の
墓
を
実
測
し
た

が
大
阪

と
同
じ
で
あ
っ
た
（
次
頁
、
実
測
図
参
照
）
。

・

兵
卒
の
墓
は
ほ
と
ん
ど
明
治
期
（
明
治
一
〇
～
四
一
年
）
の
も
の
か
↓
再
調
査

の
必
要
あ
り
。

・

墓
地

を
管
理
し
て
い
る
の
は
、
宮
城
県
保
健
福
祉
部
厚
生
援
護
課
援
護
係
。

・

苑
内
は
手
入
れ
が
行
き
届
き
、
清
潔
な
印
象
を
受
け
た
。
霊
苑
の
清
掃
は
県
で
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予
算
を
組
み
、
遺
族
会
に
委
託
し
て
い
る
。

実
施
し
て
い
る
。

4
　
添
付
資
料

遺
族
会
で
は
年
四
回
苑
内
清
掃
を

①
常
盤
台
霊
苑
（
旧
陸
軍
墓
地
）
の
経
過
概
要
ー
沿
革
…
－
　
　
　
－
資
料
①

②
常
盤
台
霊
苑
の
由
来
碑
文
（
昭
和
四
四
年
三
月
）
…
－
　
　
　
　
　
－
資
料
②

③
常
盤
台
霊
苑
現
況
図
（
平
面
図
）
1
霊
苑
の
規
模
、
墓
の
配
置
・
数
…
・
資
料
③

④
埋
葬
者
名
簿
（
遺
族
会
作
成
）
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
－
資
料
④

⑤
墓
地
の
写
真

〔墓
標
に
刻
ま
れ
た
死
没
の
場
所
　
　
参
考
〕

・

鎮
台
囚
獄
に
於
て
死
没
（
明
治
一
〇
）

・
仙
台
鎮
台
病
院
に
於
て
病
死
（
明
治
一
〇
）

・

依
病
除
隊
、
鎮
台
病
院
に
於
て
病
没
（
明
治
一
一
）

・
歩
兵
第
四
聯
隊
病
室
に
於
て
死
す
（
明
治
＝
）

・

仙
台
病
院
に
於
て
死
す
（
明
治
＝
）

・

仙
台
鎮
台
囚
獄
に
於
て
没
（
明
治
＝
）

・

仙
台
陸
軍
病
院
に
於
て
没
（
明
治
一
四
）

　
　
　
（
仙
台
市
博
物
館
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（二
〇

〇
二
年
五
月
一
〇
H
受
理
、
、
一
〇
〇
二
年
七
月
、
一
日
審
査
終
r
）

m

〔
5
0
／
－
1
ー
1
ー

ー
イ

　
一

ト・一一・55．Ocm

明
、
7
6
十
年
五
月
廿
九
日
於
青
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
縣
農

病
院
没
行
年
二
十
二
年
二
ヶ
月

（明治18年没　：等兵卒の墓の大きさ）

［墓の実測図］

＼レ／
（兵卒墓標基本型）
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資
料
①

　
　
常
盤
台
霊
苑

（旧
陸
軍
墓
地
）
の
経
過
概
要

　

陸
軍
墓
地
は
、
明
治
建
軍
以
後
の
軍
人
で
在
営
（
在
隊
）
中
に
死
没
し
た
者
を
合

葬
（
遺
族
に
は
、
そ
の
分
骨
を
交
付
し
た
）
す
る
た
め
、
明
治
天
皇
の
特
志
に
よ

り
、
陸
軍
省
令
を
も
っ
て
設
け
ら
れ
た
墓
地
で
あ
り
、
陸
軍
軍
隊
の
衛
戊
地
（
軍
隊

の

永
久
に
駐
屯
す
る
地
）
ご
と
に
一
か
所
設
け
ら
れ
、
そ
の
他
の
高
級
部
隊
が
管
理

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
従
軍
者
の
増
加
と
戦
闘
の
性
格
の
変
化
等
か
ら

し
て
、
戦
死
病
没
の
軍
人
ば
か
り
で
な
く
、
軍
属
を
も
合
葬
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

仙
台
に
あ
っ
て
は
、
明
治
四
年
一
一
月
仙
台
鎮
台
が
設
置
さ
れ
る
や
、
仙
台
市
向

山
鹿
落
に
仙
台
陸
軍
墓
地
を
設
け
鎮
台
が
管
理
し
て
い
た
が
、
明
治
八
年
に
歩
兵
第

四
連
隊
が
創
設
さ
れ
て
兵
員
が
増
加
し
、
そ
の
後
他
の
部
隊
が
設
置
さ
れ
る
に
至
っ

た
の
で
、
墓
地
の
拡
張
を
必
要
と
す
る
に
い
た
り
、
鹿
落
の
墓
地
よ
り
広
大
で
数
千

坪

あ
り
、
歩
兵
第
四
連
隊
に
比
較
的
近
く
、
清
浄
で
高
燥
か
つ
景
観
に
富
み
、
将

来
、
仙
台
市
発
展
の
妨
げ
と
な
ら
な
い
こ
と
を
条
件
と
し
て
実
地
検
分
の
結
果
、
現

在
の
地
に
同
年
秋
土
地
所
有
者
（
仙
台
市
宮
町
居
住
の
関
氏
）
と
相
は
か
り
、
好
意

的
な
協
力
に
よ
り
、
約
三
〇
〇
〇
坪
の
土
地
を
買
収
し
た
。
同
九
年
三
月
頃
か
ら
整

地
に
着
手
、
数
か
月
に
て
整
備
（
将
校
を
上
段
向
か
っ
て
右
側
に
、
下
士
官
は
上
段

左
側
に
、
兵
は
下
段
に
）
を
終
わ
り
、
鎮
台
（
第
二
師
団
司
令
部
）
が
管
理
し
、
在

営

中
ま
た
は
野
戦
で
戦
死
、
病
没
し
た
軍
人
で
、
そ
の
遺
族
が
当
墓
地
に
埋
葬
を
願

い

出
た
者
、
ま
た
は
遺
族
不
明
で
遺
骨
を
引
き
取
る
者
の
な
い
者
を
埋
葬
し
、
軍
に

お
い
て
供
養
を
続
け
て
い
た
。
鹿
落
の
陸
軍
墓
地
は
、
廃
止
と
な
り
、
昭
和
二
五
年

七
月
墓
地
の
改
葬
を
完
了
し
た
。

　

日
露
戦
役
凱
旋
後
、
松
永
師
団
長
戦
勝
奉
告
の
際
、
参
道
を
拡
張
す
る
こ
と
と

し
、
地
元
民
よ
り
参
道
周
辺
の
地
を
買
収
し
、
現
在
の
敷
地
（
三
五
〇
〇
坪
）
と
な

っ

た
。
そ
の
後
、
日
清
、
日
露
両
戦
役
従
軍
戦
没
勇
士
の
霊
を
祀
る
た
め
、
そ
の
合

葬
碑
を
建
立
す
る
こ
と
と
し
、
同
四
〇
年
三
月
一
〇
日
竣
工
し
、
師
団
主
催
に
よ
る

慰
霊
祭
を
盛
大
に
挙
行
、
次
い
で
、
満
州
事
変
に
赫
々
た
る
武
勲
を
樹
て
て
凱
旋
し

た
第
二
師
団
は
、
事
変
の
戦
没
者
を
合
葬
す
る
た
め
、
満
州
事
変
碑
を
建
立
、
昭
和

八
年
一
〇
月
竣
工
、
師
団
主
催
の
慰
霊
祭
を
挙
行
し
た
。

　

昭
和
一
二
年
七
月
の
日
支
事
変
勃
発
と
と
も
に
、
従
軍
者
が
激
増
し
、
戦
没
者
も

ま
た
増
加
し
た
の
で
、
弔
祭
は
軍
に
お
い
て
執
り
行
う
こ
と
と
さ
れ
、
「
陸
軍
墓
地

規

則
」
を
改
め
、
戦
没
者
は
全
部
そ
の
分
骨
を
陸
軍
墓
地
に
埋
葬
す
る
こ
と
に
定

め
、
墓
地
内
に
納
骨
堂
を
建
設
（
昭
和
一
五
年
）
し
、
収
納
し
た
。
終
戦
に
伴
い
、

旧
陸
軍
は
廃
止
さ
れ
、
連
隊
区
司
令
部
は
各
都
道
府
県
ご
と
に
復
員
業
務
を
担
当
す

る
こ
と
に
定
め
ら
れ
た
が
、
昭
和
二
〇
年
一
二
月
一
日
宮
城
地
方
世
話
部
と
改
称

し
、
同
二
二
年
五
月
三
日
新
憲
法
の
施
行
と
と
も
に
地
方
世
話
部
は
廃
止
さ
れ
、
都

道
府
県
庁
民
生
部
の
機
構
に
入
り
、
そ
の
業
務
を
継
承
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
陸
軍
墓
地
は
、
終
戦
に
伴
い
一
旦
国
有
財
産
と
し
て
大
蔵
省
の
所
管
と
な
っ
た

が
、
そ
の
後
国
の
独
立
と
と
も
に
支
那
事
変
以
後
の
戦
没
者
を
合
葬
す
る
こ
と
と
な

り
、
陸
軍
墓
地
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て
申
請
し
、
昭
和
二
八
年
一
一
月
一
〇
日
、
大

蔵
省
指
令
第
九
八
〇
号
に
よ
り
、
認
可
さ
れ
、
県
有
墓
地
と
な
っ
た
。

　

こ
こ
に
お
い
て
県
（
宮
城
県
）
は
、
支
那
事
変
以
降
、
大
東
亜
戦
争
戦
没
者
の
合

葬
碑
を
建
立
、
陸
軍
墓
地
を
「
常
盤
台
霊
苑
」
と
改
め
、
昭
和
二
八
年
＝
月
二
〇

日
県
主
催
に
よ
り
、
遺
族
、
県
民
多
数
参
列
の
も
と
に
盛
大
に
除
幕
式
、
慰
霊
祭
を

挙
行
し
た
。
そ
の
後
、
現
在
ま
で
毎
月
二
三
日
を
月
次
祭
と
し
て
鎮
霊
の
儀
を
行
な

い
、
ま
た
年
一
回
慰
霊
祭
を
執
行
、
感
謝
の
誠
を
捧
げ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
城
県
援
護
課
提
供
）
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資
料
②

常
盤
台
霊
苑
の
由
来

　

こ
こ
常
盤
台
霊
苑
は
も
と
の
陸
軍
墓
地
で
あ
り
明
治
年
間
平
時
に
病
残
し
た
第
二

師
団
将
兵
軍
属
の
墓
で
あ
っ
た
　
後
に
日
露
戦
争
及
び
満
州
事
変
に
お
け
る
戦
覆
勇

士
合
葬
の
墓
を
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
地
に
建
立
し
た
の
は
当
時
世
界
列
強
の
包
囲
と
抑
圧

に
耐
え
て
我
が
民
族
の
独
立
と
生
存
を
守
り
抜
い
た
国
民
的
心
意
気
の
発
露
で
あ
っ

た　
昭
和
二
十
年
八
月
大
東
亜
戦
争
の
敗
戦
と
共
に
人
心
極
度
に
昏
迷
し
為
に
こ
の
聖

域
は

荒
廃

し
て
こ
の
戦
争
に
獲
れ
た
勇
士
の
遺
品
は
仮
の
堂
中
に
納
め
ら
れ
た
ま
ま

永
く
そ
の
所
に
安
ん
ず
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

　
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
成
り
我
が
国
独
立
の
恢
復
と
共
に
県
民
の
総
意
は

再
び

こ
こ
に
大
東
亜
戦
争
戦
残
勇
士
合
葬
の
墓
を
建
立
し
聖
域
を
補
修
し
昭
和
二
十

八
年
十
一
月
こ
れ
を
完
成
し
た
の
で
あ
る

　
天

守
台
の
護
国
神
社
が
戦
残
英
霊
の
神
域
で
あ
れ
ば
こ
こ
は
そ
の
墓
域
で
あ
る

　

そ
の
名
も
常
盤
台
霊
苑
と
改
め
不
滅
の
遺
芳
を
忍
び
つ
つ
毎
年
毎
月
の
祭
り
を
絶

や

す
こ
と
は
な
い

　

日
本
民
族
無
窮
の
生
命
は
古
来
敬
神
崇
祖
の
伝
統
は
輝
く

　

こ
こ
に
霊
苑
の
由
来
を
碑
に
刻
ん
で
永
く
後
世
に
伝
え
る
所
以
で
あ
る

　
　
　

昭
和
四
十
四
年
三
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
　
島
貫
　
常
行

此
碑
寄
進
者

宮
城
県
知
事

前
宮
城
県
知
事

宮
城
県
議
会
議
員

同同同同同同同同同同同同同同同

山
本
壮
一
郎

高
橋
進
太
郎

佐
藤
民
三
郎

浅
野
喜
代
治

和
田
　
鉄
夫

曽
根
　
　
勲

斉
藤
　
　
惇

斉
藤
　
栄
夫

石
母
田
文
彦

阿

部
　
　
蕃

西
村
千
代
子

斉
藤
　
善
平

佐
藤
常
之
助

星武三桜大
　藤塚井宮
長洋　亮芳
治一博英郎

同同同同同同同同同同同同同同同同同同
門高千菅平木遠村阿庄越門鮎小高後木佐
伝橋葉原野村藤松部司路間貝林橋藤村々
勝　松　　幸　　擢　　　　　　　喜木
　　　　　四　哲治　玄正盛仁正勝代照太大三忠
郎藏郎実博郎要治郎隆太寿益司男雄助男

同同同同同
屋
代
文
太
郎

荒
井
　
律
二

佐
々
木
源
左
衛
門

亘
理
　
正
彦

只
木
　
和
六

（碑
文
表
　
原
文
の
ま
ま
）

（碑
文
裏
　
原
文
の
ま
ま
）
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資料③　常盤台霊苑現況図（平面図）
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資料④　埋葬者名簿（遺族会作成　4枚組）

　　　　　現況図中の①の区域
養蹄岡8

ペロリタいづ　ガ　

輌為→・1

『湊、キ…縞

瀞　卜謝り

糠幡齢愛醐1＞t

ヒ罫1・隷一砕

　⌒閤醗

嘗
窒
哀
鄭審

陸

妬
蒋
輩
斎

｛

蓼
縫
工
く

4
ぜ
；
ノ

　　　

璽劔
ぷ］一矧ト〉ぺ蘂

葛綱倒
・翻ξ日燕砕

屡黒．

璽⑳
1ヒ・詞

がぺが　
、1蜘紺、

〔弗1ヒ鴇一属し

櫓N・や砂

幅燵ト酬きき

已綱÷
　　覇憾砕

⇒摘｝一ト

翠命酬簿
論病・興面

　・『｛レ

㎏禦．
陸i亘ヨ
　　　ヒや　　　

匡縮モ・導

　　オニトや　　

賑溺
一科声編L
ll・繍柵〉「

記やヤ梱志

＼

474



陵
露
　
玄
二
4
孝
干

あ
修
¢
多

星
　
各
〔
Z
4
4

／
τ
緒
㌘
／

劃／竃
　
　
　
ロ博

績

8

覧
”
き
干

鷺
墨

　

「
い
▽
ト
ー

陸
董
事
卒

珂
壌

　
：
ワ
．
；
…
1
▲

、誘
鍵

陸
亨
臣
一
匡
　
蓼
管
卒

婁
葦

　　　ゆ　　　　　　ほ

・蒙
曼
刊

治
　
　
　
“
’
区

塗
亭
若
シ
予
素
す

嘗
婁
生

書
笹
・

匡
婁

刷千

崖
を
古
．

　

嬬
■

，
♪
ノ

　
　
　
グ

彦
葦
上
等
苛

　
・ら・

査
s
巳

戸宣
阜
エ

肇
、
・
よ
等
少
、

d
ハ
倉
吉

庁
倉
卯
へ

　
　
ノ

匡
’
亭
芋顯

割

覧
、
迂
享

嘩
p
、
茄
く

　
　
　
イ

彦
克
堂
董

彦
乎
玄
等
平

互竺
考i｛二、

訂

陸
橿
葺
幸

量
⇒
等
千

｝芦

陸
軍
　
亨
輪
辛

匁
傷
査
貢

陸
字
婁
二
董
・
デ
　
》
、
予
芋
　
　
肇
　
　
’
千
辛

瞳
陸
闇
劇

肇
、
ψ
ず
赦
干
　
　
肇
零
プ
言
マ
煮
↑

蔓
劃

・陀
，

ア

　
　
を

笠藁
関

　
・
上
ぽ

蒲
昨
仕
房

案
夢
登
箔
郡

肇
工
海
匡

．
い
松
久
人

彦

”
些
q
古
干

蔦
薦
苫
与

髪
婁
　
　
　
陸
　
　
・
重
マ
亨
　
　
覧
千
占
干

陸
霊
妾
董

覧
堂
法

箏
肯
．
伍
長
　
　
》
、

エ
・
ー
主

蔦
裏
訴

、
占
ヤ

縁
粛
箔
翌
見

工
千
彦
差
壬
早

P
域
扇
洛

肇
子
、
等
キ

纂
録

　
　
－
τ
工
予

菖

麿
瑞

蔭　
笛
重
上
．

占
㊥

占
タ
吉

．
“
麟
］

　
　
・
孟

檀

蚤
翌

陸

肇
迄
一
身
亨

　
　
　
　
　
　
睦
璽
　
、
’
‡

三
亙

云
痛「

’隔
ノ「〃

橿
！
圏
1

閨
1

覧
二
寺
兵

陵
筆
二
孝

昔
’
這
マ
孝
－
　
匡
’
等
辛
　
　
㌢
　
　
　
卓
言
マ
芋
　
　
憧
　
　
　
’
千
卒

修
惑

彦
萎
二
董

，
蚕
未
玉
㌃
添
劉

　
　
　
　
　
　

匡
一
一
筆
辛
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　

陸
董
　
上
等
苛

　
　
　
　
　
　
　
　
薪
主
粂
蓑

　
壷
兜
・
董

　
　
　
　
　
　
差
　
　
　
三
等
占
テ

蓼
重叢

全
熟

馨
隣
風

彦

書
餐
ゑ

黒
釜
廓

爾
劉
習
霧

’
度

垂
す
マ
シ
午
　
　
肇
　
　
　
間
主
ー

丁
昌
翼

薩

作
内
重
…
…

　
泡
聾
轟

卒
　
　
彦
穿
軸
輸
卒

÷
山
爪
熟
ぶ

覧
’
‡

劃
一

董

墾
匿

乎
碧
妻

1
閨
！

普
女
蒲

　
　
　
キ

奇
金
ユ

纂
窒

陸
字
　
、
　
キ

　
宰
村
帝
欣

肇

馨
「
彦
霞
ゼ

匿
違

　
　
　
べ

聾
雀
念

ソ

゜
－

．園
劉

和

凶

闇
剰

》
一
一
千
±
干

彦
蓼
拾
ギ

調
調

　
　
、
⊃
辛
い

彦
彪
竺
の
ヤ
キ

陸
熔
エ
壬
苧
キ

薩
　
軍
復
　
　
・
’
等
李
匡
官
マ
卒
　
　
　
覧
⇒

回

菖
三
圏
…
園

》
而
婁
エ
マ
ギ
　
　
陸
　
　
　
、
’
豆
マ
亨

卒

　
　
　
ミ
ベ

丼浪
催
志
’

】

入
円

閲
夢

丈
・
雲
言
’
言

・園
園

馨

’
「
．τ

蟹
卑

F

陸
　
　
、
・
’
す
芋

三
田
キ
尽

一

芋
　
　
匡
証

衰
弔
尊
烏

陸
　
　
　
，
与
占
午
　
〉

董
園

　
　
　
等
オ

叉
音
言

陸

齋
肇
五
、

　
　
　
ー

、

’
幸
　
　
6
土
、
一
辛
ギ

山舞
全
砿

覧
　
’
♀
孝
－

‖
響

≧

太三
劃

皇
2
’
等
亭

叢
旦

7
　
▲
掌

撒
ぶ
中
ら

彪
4
木
求
言

、
“
工
卒

、
青
w
県
、
司
病

　
’

陀
写
　
　
一
一
亨
卒

二」庄

蕩

亙

　
一
千
芋
　
　
　
陸
冨
　
　
　
一
辛
右
、

藁
劇
璽
型

　　彦

　
シ
サ
ッ

蔀
鳶
奎
半

璽
肇
麟
u
口

ー
I
I
．
’
4

一

現況図中の②の区域

475



　
　
　
　
ρ
ノ

ー
～
．

1
8

フ
’

覧
音
享
上
†

蘭
寒
予

彦
侯
－
．
一

薫
望
・

　
　
ψ
　
　
　
、

二
葵
量

村
川
利
依

　
“
一
予
≧
干

’歴
嘉
尽

藩
　
　
’芝

垂
二

瀬
吾
轟

　⊥涼竪田．　、r

口

　　髪中　　．村1

縫圏・

》
睾

望
2
で
≠
予
卒
．
　
南
3
，
ば
f
・
；
⊃
，

腰
園

棲
●
，
一
予
女
丁

京
裏

④

蔦
纂

匡
－
、
等
♪
干

　
宰
皇
縞

薩
冨
　
　
、
　
上
γ

升
邑

・
匡
等

θ
魔
戯

　
　
　
’
痢
於
千

》
、
’
㌢
猪

ふ 璽
詞

議
難
馴
…

　
　
　
　
　
　
～

彦
劃
嬰
－
　
彦

驚
雲

審
豊

　
、
　
　
丁

下
輻
竺

肇
　
↑
二
白
5
、

彦
，
、
’
‡

彦
¶
f
　
　
肇
波
薩
、

　
　
　
　
キ

陛
匡
、
一
等
卒

£
熔
一

醇
慶

左
x
衛
　
’
辛

工璽
舜

陸
疋
　
、
‡

喜
似
藁

イ
瀟
夕
芸

貝
晋
⌒

　騰隠
，

．
、
　
1
5

陸
軍
揖
τ
輸
芋

　
　
　
　
　
「
圓
合
葺
り
夏

　劇
圃
⇔
誘
議

　
　
、
　
・

竃
蛋

「

よ

段
手
↑
い
基

ξ

側
る
皇
基

　
　
　

る
肯
†
三

下

貨

　
手
基

合
計
｝
毫
占
亮

現況図中の③の区域

476



陶園
．

《
ま
エ
ア
へ
世

まf箋

璽
五
ナ
哀
　
　
軍
丈

岡
因
捌
劃

髪
麿
『
㎡
劇

ぽ
劇
㎡
園

瞬
難
働
麟

《
い竃¶
　
　
　
　
　
箋

闇劇
’

圃
園
竃

一閨
『
ー

1
審
瑚
芋早堂

・
＝
ノ

国　
　
　
　
匡
音
シ
培
董

團
劇
阿
倒

目
産
．
，
ー
」
巳
晒

・

苗
内
三
～

》
f
篇
辛

⇔

国
分
申
芝

毘
乎
シ
等
舌

現況図中の④の区域

旧仙台陸軍墓地

（現在は常盤台霊苑）

騨噛

，殉ヤ麟

477


